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苑

正
常
需
要
及
伏
輪
の
動
的
考
察
ε
時
の
要
素

●

.第

十

二
巻

.
(第

一
號

一
七

一
.じ

一
七

二

正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
芝
時
の
要
素

石

川

興

二

序

脛
濟
原
論
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
現
實
耐
會
に
於
け
る
経
済
現
象
を
究
明
せ
ん
ざ
す

る
も
の
な
る
が
、
而
も
此
現

實

の
経
済
現
象
な
る
も
の
は
甚
後
難

π
.
る
も
の
t
し
て
、
人
の
力
は
直
に
之
を
こ

っ
て
以
て
研
究
す
る
こ
ぜ
能
は

す
、
於
藪
～
先
づ
最
軍
鈍
な

る
假
想
的
條
件
の
下
に
於
て
最
輩
純
且
年
明
に
之
を
研
究
し
、
然
る
後
次
第
に
共
擦

件
を
現
實

に
近

か
し
め
、
襲

の
軍
純
な
る
研
究
の
結
果
を
更

に
現
實

に
近
き
態
様
杜
於

て
獲
展
せ
.し
め
、
斯
く
て
始

め
て
實
際
の
現
象
を
明
に
せ
ん
ご
す

る
な
り
。
而
し
て
斯

る
方
法
は
人
が
伺
科
學
を
有
せ
ざ
り
し
以
前

よ
り
、
用

ひ
來
り
し
科
學
的
方
法
に
し
て
、
経
済
學
も
亦
自
ら
此
を
用
ひ
承
り
し
な
り
。

経
済
原
論
中
此
方
法
の
最
顕
著
に
見
ら
れ
る
、
は
、
其
理
論
の
最
複
雑
な
る
部
門
た
る
贋
椿
論
に
於
て
な
り
。

而
し
て
償
略
論
に
於
て
比
量
軍
純
な

を
假
想
的
僚
件
ご
な
b
し
も
の
は
所
謂

コ
6
=
8

。富
叶四
ま
冨
受

m[器

〔静
止

的
猷
態
の
擬
制
)
な
る
も
の
な
b
。
此
最
悪

に
於

て
は
経
済
學

こ
ε
に
慣
略
論
の
研
究
を
し
て
最
困
難
な
.ら
し
む

べ
き
塒
の
要
素
の
複
雑
な
乃
影
響
を
度
外
税
す
る
こ
ご
得
て
、
最
輩
純
李
明
な
る
研
究
を
な
す

こ
ε
を
侮

る
な
り

さ
れ
ご
騨
的
状
態
の
}
に
於
け
る
研
究
は
、
軍
に
よ
り
現
實
な
る
研
究

へ
の
過
程
に
し
て
そ
れ
自
身
ご
し
て
は

理
責
の
説
明
に
甚
縁
遠
き
も
の
な
る
が
故
に
、
我
々
は
此
翻
的
研
究
を
土
豪

嬉
し
、・
.更
に
.一
歩
を
進

め
て
動
的
.猷

1)Marshall;Princ.iplescfEconomicsp.366 .



態
の
下
に
於
け
る
研
究
に
入
ら
ざ
る
可
ち
す
。

.

.

.

.

儂
格
論
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
僧
…格

の
決
定
に
關
す

る
琿
諭
を
究
む

る
も
の
な
り
。
而
し
て
債
格

は
需
要
蓬
供

給
ざ
の
關
係
に
よ
り
て
症
ま
る
も
の
な
り
。
故
に
静
的
歌
態
の
下
に
於
け
る
彼
椿
論
に
於
て
は
、
傾
格
決
定
の
原

因
だ
る
此
需
要
及
供
給
も
亦
静
的
状
態

の
下
に
於

て
考

へ
ら
れ
從
て
そ
は
軍
純
簡
明
な
る
も
の
な
与
。
故
に
動
的

贋
格
論
に
進
ま
ん
ご
す
れ
ば
、
先
づ
此
需
要
及
供
船
を
動
的
歌
態
の
下
に
於
て
考

へ
ざ
る
可
ら
す
。

斯
く
て
余
は
、
藪
に
、
動
的
債
略
論
に
入
る
前
提
ビ
し
て
、
先
づ
耽
需
要
及
供
給
を
静
的
状
態
の
下
に
於
け
る

考
察
に
封
照
せ
し
め
て
動
的
欺
態
の
下
に
於
て
考
察
し
、
馴
て
其
動
的
性
質
を
明
に
す

る
ε
共

に
ま
だ
此
に
伴

ふ

複
雑
な
る
時
の
要
素
を
明
か
な
ら
し
め
ん
こ
欲
す
る
な
り
。

一

動

的

考

察

の
基

礎
.

今
此
考
察
に
進
む
に
先

っ
て
、
余
が
こ
、
に
動
的
状
態
ε
云

へ
る
も
の
、
意
義
を
明
に
し
置
く
こ
ε
を
要
す
。
、

需
要
ご
供
給
ピ
の
關
係
は
、
.亥

の
三

つ
の
立
場
に
分
っ
て
考

ふ
る
こ
ご
を
得
。
帥
ち
.
其
第

「
は
需
要
を
決
定

す
る
事
情
即
ち
需
要
側
の
事
情
ご
供
給
を
決
定
す

る
事
情
即
ち
供
給
側
の
事
悟
ε
の
双
方
に
何
等
攣
動
な
し
芝
看

做
す
立
場
な
り
、
其
第
二
は
需
要
側
の
事
情
叉
は
供
給
側
の
事
情
の

一
方
に
攣
化
み
り
從
て
需
要
叉
は
供
給
の

一

方
が
攣
動
ず
る
も
『
而
も
之
が
爲

に
他

の

一
方
の
事
情

に
影
響
を
及
す
こ
ご
な
し
ご
看
做
す
立
場
な
り
"
其
第
三

は
需
要
側
の
事
情
叉
は
供
給
側
の
事
情
の

　
方
に
攣
化
あ
り
從
て
需
要
又
は
供
給
の

一
方
が
攣
動
ず

る
時
、
其
攣

動
は
ま
た
他
の

一
方

の
事
情

に
影
響
し
て
此
も
の
を
も
愛
動
せ
し
む

る
ε
見
る
立
場
な
り
%

訊

苑

正
常
需
要
火
保
胎
の
動
的
考
察
ミ
時
の
要
素

.
第
十
二
巻
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一
七
三
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一
七
三

2)
3)

4)
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第二八己二九頁第八圖第九圖参照。.

同書第三三一三四頁参照。'.":



説

苑

正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
建
時
の
要
素

・
第
+
二
巻

(第

「號

一
七
四
)

一
七
四

而

し
て
余

が

こ

、
に
動
的
状

態
ご
云

へ
る
は
、
即
ち

、
此
第
三

の
場
合

に
し
て
、

こ
れ
ま
だ
現
實

の
状

態

な

る

が
故

に
、
余
は
、

よ
り

現
實

な

る
贋
格
論

に
入
ら

ん
が

爲

に
、
先

づ
此
動

的
状
態

に
於

て
需

要
及
供
給

を
考
察

せ

ん
ε
す

る
な
b
。
而

し
て
余

は
此
状
態

に
於
け
る
考
察

留
次

の
も
の

こ
歴
別

し
て
動

的
考

察

ε
云
ふ
な

り
。

而
し

て
此
動
的

状
態

に
射

し
て
、
第

↓
及
第
二

の
立
場

を
」

余
は
、
弦

に
翻
的
状
態

ご
云
ひ
、

こ
の
状
態

に
於

け

る
考

察
を
静
的

考
察

ε
云
ふ
。

コ

も

ち

や

ロ

も

も
　

の

　

も

も

も

も

し

此
意
味

に
於
け
る
動
的
状
態
の
御
酌
状
態
に
封
ず
乃
根
本
的

の
相
違
は
、
需
要
側
の
事
情
の
攣
化

`
供
給
側
の

事
情

の
嬰
化

こ
の
相
聞
々
係
ε
云
ふ
こ
ご
な
り
。
而
し
て
此
の
両
事
情
の
饗
化
の
相
關

々
係
亡
云
ふ
ご
ξ
は
、
動

的
考
察
の
基
礎
た
る
ゼ
の
に
し
て
、
動
的
考
察
の
静
的
考
察
に
封
ず
る
相
違
は
総
て
比
熱
よ
り
生
じ
家
・ワ
、
而
も

其
相
違
は
甚
大
な
る
も
の
な
b
。
即
ち
静
的
状
態

に
於
て
は
、
需
要
側
の
.事
情

の
攣
化

ご
供
給
側
の
薄
情
の
攣
化

ε
は
相
關
係
せ
ざ
る
が
故

に
、
需
要
及
供
給
の
關
係
は
甚
輩
純

に
し
て
、
偶
合
需
要
又
は
供
給
の

一
方
に
受
動
あ

る
も
、
そ
の
他

の

一
方

に
全
く
關
係
な
き
も
⑭
こ
し
て
考

へ
ら
れ
、
從
て
需
要
及
供
給

の
性
質
其
も
の
も
亦
極

め

て
単
純
な
る
も
の
`
な
る
。

然
る
に
動
的
状
態
に
於
て
は
、
需
要
側
の
事
情
の
攣
動
ε
供
給
側
の
事
情

の
攣
動
ε
は
相
互

に
影
響
す
、
帥
需

要
側

の
事
情

に
攣
動
あ
り
て
需
要
が
攣
動
ず
る
時
は
生
産
要
具
生
産
方
法
等
供
給
側
の
事
情
に
饗
化
を
生
せ
し
め

て
供
給
を
攣
動
し
、
ま
た
供
給
の
事
情

に
愛
化
あ
り
て
供
給
の
攣
動
ず
る
聴
は
、
貨
物
の
使
用
に
關
す
る
人
々
の

性
質
習
慣
等
需
要
側
の
事
情

に
攣
化
を
生
せ
し
め
て
需
要
を
受
動
す
。
於
藪
、
動
的
状
態
に
於
て
は
、
需
要
の
婁

動
は
必
ず
供
給
の
憂
動
を
惹
起
し
、
供
鈴
の
攣
動
は
ま
た
必
ず
需
要
の
憂
動
を
惹
起
し
、
即
ち
両
者

は
動
的
關
係

5)河 上 博 士 纒 濟 原 論 第 三 三YEMaashall;Principlesp .368.

6)Bullock;TheVariationofProductiveFor⊂es.QuateryJournalofEconomics .
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を
保

つ
な
り
。
斯
く
、
動
的
歌
態
に
於
て
、
需
要
供
給
の
關
係
が
動
的

ε
な
る
維
果
は
、
ま
だ
、
需
要
及
供
給
そ

の
も
の
を
し
て
、
静
的
黙
態
の
下
に
扱
け
る
固
定
蘭
月
軍
純
な
る
も
の
ε
は
異
な
り
、
大

い
に
動
的
且
複
雑
な
る

も
の
た
ら
し
む
。
こ
れ
動
的
考
察

の
第

一
・の
特
徴
な
り
。

動
的
考
察
の
基
礎
把
る
需
要
及
供
給

の
事
情

の
愛
化

の
相
開
方
係
の
結
果
、
上
述

の
動
的
性
質
の
外
、
爾
藪

に

注
意
す

べ
き
動
的
考
察

の

一
特
徴
あ
り
。
こ
れ
動
的
状
態

に
於
て
は
、
複
雑
な
る
時

の
要
素
を
考
慮
せ
さ
る
可
ら

す
ざ
云
ふ
こ
ε
嬢
b
。
即
ち
、
動
的
歌
態
に
於
て
は
、
需
要
ヌ
は
供
給

の

一
方
の
諸
事
情

の
憂
化
は
他
の

一
方
の

諸
事
情
に
影
響
し
て
之
を
愛
化
せ
し
む

る
も
の
な
る
が
、
而
も
此
他
方

の
事
情
に
封
ず
る
影
響

の
結
果
は
生
物
的

成
長
を
な
す
が
散

に
具
現
實
に
は
相
當

の
時
間
を
要
し
且
其
要
す

る
時
間
は
其
諸
事
情
の
異
な
る
に
よ
り
各
々
相

違

あ
り
、
更
に
ま
防
共
短
期
間
に
於
け
る
直
接

の
影
響
ε
長
期
間

に
於
け
る
影
響
ε
ば
屡

々
相
違
す
、
斯
く
て
、

需
要
及
供
給
は
時
間
的
の
關
係
を
有
す
る
に
至
る
ご
共

に
ま
た
需
要
及
供
給
そ
の
も
の
が
ま
た
時
間
的
性
質
を
有

す
る
こ
ご

、
な
る
は
以
下
述

る
が
如
く
な
り
。
反
之
、
静
的
状
態
に
於
て
は
、
需
要
及
供
給
の
事
情

の
相
關
々
係

を
認
め
ざ
る
が
故
に
、
斯
く
の
如
き
複
雑
な
る
聴
の
要
素
は
入
り
來
ら
ざ
る
な
b
。

以
下
論

せ
ん
こ
す

る
動
的
考
察

に
於
け
を
態
様
が
舐
的
考
察
の
場
合

に
於
け
る
態
様
ご
は
甚
異
な
り
瓦
燈

に
複

雑
ざ
な

る
は
、
即
ち
以
上

の
動
的
歌
態
の
こ
特
徴
た
も
需
要
及
供

給
の
事
情

の
相
關

々
係
ご
之
に
俘

ふ
時
の
要
素

ざ
に
基
く
も
の
に
し
て
、
ま
た
此
二
特
徴

に
十
弗
性
懲
す
る
こ
・し
.に
よ
り
之
を
解
明
す
る
こ
ε
を
得
る
な
り
。
而

し
て
余
は
先
づ
需
要

に
つ
き
て
の
考
察
よ
b
論
を
進
む

べ
し
。

.
観

苑

正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
ピ
時
の
要
素

第
+
二
盈

(第
一
號

一
七
玉
)

一
七
五

日

.江
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苑

正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
ご
時
の
要
素

第
十
二
巻

(第

】
撹

一
七
夫
)

一
七
六

二

需

要

に

就

き

A
供

給

が
増

大
す

る
際

に
於

け
る
需
要

曲
線

(
、余

は
以
下
総

て
の
説

明

に
當
り

、
之
を
解
り
易

か
ら

し

め
ん
が
爲

に
、
固

形
を
並

用

せ
ん
ざ
欲
す

る
が
故

に
、
.

藪

に

一
吉
之

に
つ
き
述

べ
澱

か
ん
ε
す
。

ミ

ル
が
需

要

に

つ
き
適

切

に

冒
。彗
5
堕

ξ
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の
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。
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¥
�ﾉ
�ｦ
�

ﾟノ
　

わ
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X

y

o

次
に
動
的
考
察
に
於
て
は
、
前
述
せ
し
如
く
、
需
要
及
供
給
鳳
動
的
關
係
を
保

ワ
も
の
な
る
が
故

に
、
需
要
及

供
給
の

一
方

の
性
質
を
明
に
す

る
に
は
、
之
を
他

の

】
方
の
攣
動

に
関
連
せ
し
め
て
考
察
す

る
こ
ご
を
要
し
、
而
し

て
需
要
又
は
供
給
の
璽
動

ξ
・は
或
需
要
叉
は
供
給
の
示
す
領
格
ご
物
量
の
關
係
が
其
総
て
を
通
し
て
其
攣
動
ず
る

こ
ピ
に
し
て
即
需
要
又
は
供
給
目
録
そ
の
も
の
が
奨
金
膿

に
渡

っ
て
愛
す

る
こ
ε
な
b
。
.故
に
需
要
叉
は
供
給
の

医
せ
し
も
の
は
所
謂
需
要
又
は
供
給
.の
目
録

に
し
て
ま
た
之
を
圖
形
を
以
て
示
め
す
聴
は
、

普
通
土
圖

に
於
け
る
ε
曲
線

又
は
D
曲
線

の
如
く
曲
線
を
以
て
表
は
ざ
る
＼
こ
ご
、
な
る
。

即
ち
此
等
曲
線
上
の
総
て
の
黙
は
▼
㎝
線
を
踊
る
垂
直
の
長

さ
に
於
て
需
要
又
は
供
給
せ

ら
る
、
貨
物
雰

量
裏

ら
は
し
憲

蕨

線
を
踊
る
垂
直
の
長
・
に
於
て
其
物
量
に
劃

す

る
需

要
叉
は
供
給

慣
格

を
表

ら

は
す

も

の
な

る

こ
6
云

ふ
ま
で
も
な
し
郁

6)
7)
s)

1・S・mill;PrinciplesofpoliticalEconomy.A=hley'sed.p446

demandschelude.supplyschelude.Marshall;Principlesp.96g照 、

河 上 博 士 経 済 原 論 第 二 〇 頁 一 策 二 二 頁 参 照 。



増

加

ε
は
総

て
の
債
格
「に
於

て
需
要

又
は
供
給

せ
ら

る

、
物
量

の
増

大
す

る

こ
ε
に
し
て
、
之
を
圖

に
炎
ら

は
せ

ぱ
S

又
は
D
曲
線

が
右

へ̀
移

動
す

る
こ
ε
な
り
、
從

て

之
を
償

格

に
.つ
き
て
云

へ
は
総

て
の
物

量

に
封
ず

る
儂
格

の
下
落
す

る

こ
ε
な
り
。
需

要
叉

は
供

給

の
減

少

ε
は

、
之
ご
は
全

く
反

動

の
攣

動
な

り
。
印
圖

に
.つ
き
て
云

へ

の

は
D
又
は
S
曲
線
が
左
方

へ
移
動
す

る
こ
ご
な
り
。
而
し
て
こ
＼
に
は
先

っ
、
供
給
の
増
大
す

る
場
合
に
於
け
る

需
要
の
性
質
よ
り
.考
察

せ
ん
ε
欲
す

る
な
り
。

今
供
給
の
事
情
が
攣
動
し
て
供
給
慣
格

が
下
落

せ
し
時
即
ち
前
掲

の
圖

に
於
て
供
給
曲
線
S
が
左
方
9
曲
線

の

方

へ
移
動
す

る
塒
に
は
、
之
に
鷹
じ
て
其
貨
物
の
需
要
せ
.ら
る

・
分
量
が
殆

8
総

て
の
場
合
に
於
て
増
大
す
る
も

の
な
る
こ
ε
は
云
ふ
ま
で
も
な
し
、
故

に
需
要
の
状
態
を
圖
に
表
ら
は
せ
ば
D
曲
線
の
如
く
に
右
に
進
む
に
從
ひ

て
下
に
低
リ
ケ

曲
線
即
消
極
曲
線
の
形
書

る
な
り
。

こ
の
事
呈

静

的
状
態
に
於
け
る
ご
動
的
状
態

に
於
け

る
ざ

に
よ
り
異

な
る

こ
ε
な
し
。
.
さ
れ
ざ
動
的

状
態

に
於

て
は
、
静
的
搬

態

に
於
け

る

ご
異
な
り
、
供
給

側

の
鍵

動
は
需
要
側
の
事
情

の
憂
動
を
伸
ふ
が
故

に
、
動
的
状
態
に
於
け
る
も
の
に
は
次
に
述
る
二
つ
の
特
徴
を
集

る

こ
ご

、
な

る
o

`

、
.
.
.
.
.

.

先

づ
、
供

給
領
格

の
下
落

に
件

ふ
需
要
量

の
増

大
は

,
動

的
状
態

に
於

て
は
特

に
次

の
こ
原

因

よ
b
緩
徐

な
ら

七

め
ら

る

こ
ε

、
な

る
な

b
。即

ち
、
其

第

一
は
貨

物

の
使
用

に

っ
き

て
の
人

の
碍
慣
性

に
關
す

る
も

の

に
し
て
、
.

或
階

椴
の
人

々
が
今
日

ま
で

其
償
高

か
し

ご
し
て
十

分

に
用

ひ
ざ
り

し
も

の
が
、
今
安
償

ε
な
b

た
b

ε
す

る
も
、

其
階

級

一
般

の
人

々
が
此
使
用

に
慣

れ
其
需
要
量
を
増

大
す

る
ま

で
に
は
相
當

の
時

日
を
要
す

る
も

の
に
し
て
先

づ
其

階
級

の
鋭
敏

な

る
も

の
が
其
使

用
を
始

め
、
他

の

も

の
は
暫
時

之

に
脅

ひ
、
斯

く

て
其
階
級

一
般

に
其
貨
物

説

苑

正
常
需
便
及
供
給
の
動
的
考
察
守」時
の
要
素

第
十
二
巻

〔第
【
號

一
七
七
㌧

一
七
七

'g)河 上 博 士
・経 済 原論 二 八 一二 九 頁 参 照 及Marshall;Principles97.参 照
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「

説

苑

正
常
需
嚢

供
給
の
動
的
藁

ε
時
の
簗

隼

二
巻

(第

扇

喜

入
)

「
七
八

を
使
用
す
魯

慣
笙

じ
、
警

初
め
て
+
君

・
需
要
量
の
奨

を
見
・
に
至
・
釜

。
更
に
若
し
蓋

格
の

下
落
せ
し
貨
物
に
・
て
、
例

へ
ば
瓦
斯
等
の
勢

、
之
を
結

す
・
に
當
り
他
の
鯛

財
姦

す
る
も
の
な
鳶

.
に
於
.て
は
、
藪

に
其
需
要
の
増
大
を
更
に
緩
徐
な
ら
し
む

べ
き
第
二
の
原
因
あ
り
。
即
ち
琵
斯
の
慣
格
下
落
せ
し
時

基

而要
が
徐
々
痛

加
せ
ら
れ
、
之
・
俘
ひ

て
瓦
斯
晴

に
關
す
藷

用
具
が
豊

せ
毛

童

蒙

肇

化

(し。
垂

巳
霞
陣
幕

)

せ
ら
れ
其
領

安
く
な

る
に

至
り
斯

く

て

初

め
て
十

分
な

る
瓦
斯

の
需
要
量

の
増

加
を
見

る
こ
ぜ」

を
得

る
な

り
。

而

し
て
殆
ご
総

て

の
貨
物

は
其

使
用

に
當

り
て
、
其

程
度

の
大
小

の
相
蓮

は
あ
れ
、
皆
此
意
味
脈

拠

て
補
助
財
を
琴

・
が
敬
畏

需
霊

の
奨

・
更
昆

第
二
の
原
因
・
蓮

ら
さ
る
、
・
モ

・
・
な
り
㎝

即
ち
動
的
状
態

に
於
て
は
、
供
給
の
増
大
は
常

に
需
要
側

の
事
情
の
攣
動
を
俘

ふ
ご
考
ふ
る
も
の
に
し
て
、
從

て
此
新
し
き
需
要
側

の
事
情

の
成
立
を
待

っ
て
初
め
て
、十

分
な
る
需
要
量

の
増
加
は
生
す

る
も
の
な
る
が
、
而
も

此
需
要
側
の
事
情

の
攣
化
な
る
も
の
憾
、
上
述

の
二
原
因
よ
b
相
當
の
時
間
を
要
す
る
が
故

に
、
慣
格

の
下
露

が
需

要
量

の
増
加
を
俘

ふ
に
は
ま
た
相
當

の
時
間
を
要
す

る
な
b
。
於
弦
動
的
状
態
叉
は
實
際

の
状
態
に
於
け
る
需
要

目
録
叉
は
曲
線
は
先
づ
時
の
要
素
を
含
む
ご
ミ

な
る
。
此

に
反
し
て
静
的
歌
態
に
於
て
は
供
給
の
攣
.動
は
何
等

需
要
側

の
事
情

の
攣
動

を
件

ふ
こ
ε
な
し

ε
考

へ
む

る

＼
が
故

に
、
斯

る
事

情

の
攣

動

に
要
す

る
時
間

を
特

に
考

ふ
る
こ
ご
を
要
せ

さ
る
な

b
。

從

っ
姦

に
晃

、
動
的
肌
態
に
於
け
ろ
裏

目
愛

は
曲
線

の
第
二
の
特
徴
あ
り
、
こ
'れ
其
が
需
要
側

の
事
情

の
愛
化
を
意
味
し
居
る
ご

ε
な

b
。
即
ち
需
要
目
録
又
は
曲
線

の
添

め
す
贋
格
ε
物
量
ε
の
關
係
は
、
静
的
状
態
に

於
て
は
総
て
同
」

の
露

　
側
の
事
情

の
を

に
於
け
る
も
の
な
b
、
然
る
に
動
的
状
態
に
於
て
は
供
給
の
受
動
に

10) 、Marsliall;IndustryandTradepp・185-6蓼 照

11)河 上 博 士 、経 済 原 論 第 二 五 頁 参 照 。
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俘

ひ
鍵
動

し
行
く

そ
れ
ぞ

れ
異

な
れ

る
需

要
側

の
事
情

の
も

の

、
も

ξ
に
於

け

る
も

の
な
り

..
こ
れ
動
的
考
察

の

需
要

並
供

給
曲
線

の
著

き
特
長

に
て
、
此

よ
り
種

々
複

雑
な

る
事
情

を
生
す

る
こ
ε
以

下
述

る
が
如

し
。

斯

く

の
如

く
動

的
状
態
即
ち

現
實

の
状

態

に
於

け

る
需
要

は
静
的

状
態

の
そ
れ

ε
は
甚
其
性

質

を
異

に
し
時
間

的
動

的
の
も

の
な

り
、
故

に
静

的

の
考

へ
を

以
て
實
際

現
象

に
臨
ま

ん
か
、
我

々
は
充

分
之
を
明

に
す

る
こ
ご
を

得
ざ

る
な
り

、
而

し
て

こ
の

こ
ご
は
供
給

に

つ
著

て
も

同
様

な
り
。

さ
れ
ご
需
要

の
考
察

に
あ
に
り
て
聴

の
要
素

事
情

の
攣
動

を
無

覗
す

る

の
害

は
、
之
を
供

給
曲
線

の
場

合

に
比
す

れ
ば
樹

甚
小

な
り

ご
云
ふ

べ
し
.
暴

れ
贋
格

の

下
落

せ

し
が
爲

L
。其

物

が
反
て
用

ひ
ら

れ
ざ

る
に
至

る
ε
云
ふ
特

別

の
場
合
を

除
外

せ
ば
、
債

格

の
下
落

は
、
常

に
需

要
量

の
増
大

を
來
た
す

も

の

に
し
て
、
即

ち
需
要

曲
線

は
供

給
曲
線

ε
異

な
り

、
総

て
の
貨
物

に
就

き
、
常

に

一
様

に
消
極
曲

線

の
形
を

ご
り
、
且
其
弾

力
性

に

っ
き
て
見

る
も

、
長
き
期

限

に
於
て
人
な

る
弾
力
性
を
現
ら

.

塒

は
す
貨
物
は
、
短
き
期
間

に
於

て
も
亦
、
大
な
る
弾
力
性
を
現
ら
は
す
を
以
て
な
り
。

B
供
給
が
減
少
す

る
際
に
於
け
る
需
要
曲
線

ざ

X

静
的
考
察
に
於
て
鳳
我

々
は
供
給
の
増
大
す

る
際

に
於
げ
る
需
要
の
状
態
を
表
ら
は
す

煙
弾
購
難
糾購
灘

購
脚編
羅
鞭
灘

　

ご

d

σ

に
は
、
之
に
件
ひ
て
需
要
量
は
再
び
b
よ
り
A
に
減
少
す
る
も
の
に
し
て
、
從
て
債
格
も
供

給
が

一
度

増
大
せ

し

こ
ご
な
き
以
前

ご
同

一
な

る
黙

に
定

ま

る
も
の
ε
考
ふ
。

こ
れ
前
述

せ
し
が
如

く
静
的
考
察

睨

苑

正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
ピ
時
の
要
素

第
+
二
巻

(第

「
號

「
七
九
)

一
七
九

12》Ma「shall;Principles.p.p.455-456 .Marshall・Industryai■dTrade.p.186.



説

苑

正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
ミ
時
の
要
素

第
+
二
巻

(第
「
號

一
八
O
)

「
入
○

に
於
て
は
供
給
が
増
大
せ
し
際

に
於

て
需
要
側
の
事
情

に
攣
化
の
生
ぜ
し
こ
ざ
を
考

へ
ざ
る
が
故
な
り
。
.

然
る
に
動
的
状
態
叉
は
現
實
の
歌
態
に
於
で
は
,
供
給
が
増
大
せ
し
時
に
於
て
は
需
要
側
の
事
情
に
攣
化
を
生

す

る
を
以
て
之
ご
全
く
異
な
る
結
果
を
生
す
る
な
ゲ
。
.即
ち
前
述
せ
し
が
如
く
供
給
が

一
度
増
大
し
換
言
せ
ば
供

給
債
格
が

一
度
下
り
て
人
々
が
漸
次
其
貨
物
の
使
用
に
慣

れ
て
需
要
量
を
充
分
に
増
大
せ
し
聴

に
於
て
は
、
既

に

共
貨
物
に
封
ず
る
人
々
の
性
質
が
攣
化
せ
柾
即
ち
需
要
側

の
事
情

に
於
て
出製
動
を
生
ぜ
し
な
り
、
故
に
然

る
後
に

於

て
其
供
給
償
格
が
再
び
以
前
の
如
一
に
騰
貴
す

る
も
、
今
は
人
々
は
以
前
の
如
く
に
其
使
用
量
を
減
少
す

る
こ

ご
な
き
な
り
。斯
く
て
供
給
が
増
大
し
行
一
際

に
於
け

る
需
要
の
歌
態
を
表
ら
は
せ
し
D
曲
線
は
、供
給
が
減
少
し

行
く
際

に
於
け
る
需
要
の
歌
態
を
表
は
さ
す
し
て
之
よ
り
も
高
き
び
線
が
之
を
現
ら
は
す

こ
ε

、
な
る
な
b
。
從

っ
て
ま
た
償
柊
も
以
前
の
A
黙
ご
は
異
な
り
て
A
黙
に
於
て
定
ま
る
こ
ε

、
な
る
な
り
。
動
的
考
察
に
於
て
は
、

斯
の
如
く
、
供
給

の
増
大
し
行
く
際

に
之
に
律

ふ
需
要
を
表
ら

は
す
曲
線

ざ
其
減
少
し
行
く
際

に
之
に
伶

ふ
需
要

を
表
ら
は
す
曲
線

ご
は
異
な
る
も
の
に
し
て
、
こ
れ
余
が
需
要
曲
線
の
動
的
考
察
を
な
す

に
あ
た
り
供
給
の
増
大

す

る
際
`
其
減
少

せ
る
際
ε
に
分
ち
し
所
以
な
り
。
余
は
以
下
之
を
匪
別
し
前
者
を
需
要
.の
前
進
曲
線
オ
呼
び
後

者
を
後
退
曲
線

ピ
呼

ぶ
。

こ
は
供
給

に
つ
き
て
も
亦
同
様
な
り
。

三

供

給

に

就
エ
さ

-

次

に
、
進

ん
で
供
給
曲
線

に
就
き
て
考

ふ
べ
し
、
此
際

に
於
て
拭
需
要
曲
線

の
場
合
に
於
け
る
よ
り
も
遙

に
、

.

塒
の
要
素
及
動
的
性
質

に
注
意
す

る
こ
.ご
を
要
す

る
こ
ご
前
述
の
如
し
。

13)Marshall'Principles.P.807.



　A
需
要
の
増
大
す

る
際
に
於
け
る
供
給
曲
線

く
う一
先
づ
述

ぷ
べ
き
顕
著
な
る
こ
ご
は
、
需
要
曲
線
な
る
も
の
は
異

に
考
察

せ
し
如
く
常

に
同

一
性
質

の
曲
線
即

(

ll墜.
}

O x

翠1
×0

溝
極
曲
線
の
形
を
ざ
れ
ご
も
供
給
曲
線
は
之
ご
異
な
り
酒
増
大
さ
れ
陀
る
需
要

の
時
間
的

性
質
に
よ
b
全
く
其
曲
線
}の
性
暫
{を
側愛
動
ず
る
こ
ε
＼
な
る
な
り
。
即
ち
上
の
右
圖

に
於

て
需
要
が
D
よ
b
り

の
方
向

へ
増
大
し
た
る
時
、
其
が
短
期
間

に
於
て
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
は
右
圓

に
於
け
る
が
如
一
供
給
曲
線
を
し
て
積
極
的
曲
線

〔即
ち
右
に
進
む
に
從
ひ
上

に
上
り
行
く
曲
線
)
の
形
を
呈
せ
し
む

る
こ
ご
な
b
。
然
る
に
此
増
大
し
た
る
需
要

の
性

質

に
し
て
長
期
間
に
渡
り
て
織
綾
す

る
も
の
な
る
聴
に
は
、
正
に
反
封
に
左
圖

に
於
け
る

が
如
く
供
給
曲
線
を
し
て
消
極
的
曲
線

の
形
を
呈
せ
し
む
る
こ
`

、
な
る
な
り
。

今
此
理
由
を
明
な
ら
し
め
ん
に
、
藪
に
突
然
銃
猟

が
非
常

に
流
行
し
始

め
、
猟
銃
の
需

要
が
突
然
激
増
し
た
る
時
に
於

て
は
、
假
令
材
料

の
歓
乏
な
き
場
合
.に
於
て
も
、
企
業
家

は
此
増
大
し
セ
る
需
要
に
慮
す

る
が
爲

に
、
或

は
真
菜
に
特
別
の
熟
練
な
き
勢
働
者
を
高

き
賃
銀
を
支

彿
ひ

て
其

業

に
引

き
入

る

・
こ
ご
を
要

し
、
或
は
ま

た
自

分
自

身

の
努

力

を
も
緊
張
.せ
む

し

る
こ
ご

を
要
す

る
等

、
.
一
時
は
其
生
産

の
實

質
費
用

も
貨

幣

費
用

を
も
共

に
高

め
ざ

る
を
得

ざ
る
な
り
、
而

し
て
此

生
産

費

の
増
大
す

る
度

合
は
、
需

要

の
増
大
す

る
度

合
大

に
し
て
從

て
之

に
俘

ひ

て
増
大
す

る
供

給
の
増
大

の
度

合
人

な

る
程

大
な
り
、
例

へ
ば
、
急
速

に
供

給
す

る
こ
ε
を

要
す

る
百
萬
挺

の
銃

の
泣
女

は
、
同

一
の
十
萬
挺

の
銃

の
注

文

よ
臥
も

高
債

に
引

き
受

け
ら

れ
ざ

る
を
得

ざ

る
な

b
、
前
桐

の
右
圖

に

つ
き
て
之

を
云

へ
ば

∬

の
需

要

に
恋
す

説

苑

正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
ご
時
の
要
素

`

第
十
二
巻

(第
一號

「
入
こ

】
八

一

14)MarShali;Indu・t・yandTrade.pp・86-189Marshal;P・incipエes,pp.56-457



説

苑

正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
ε
時
の
要
素
.

第
十
二
巻
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號
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二
)

.
「
八
二

る
供

給
は
、
"

の
需
要

に
慮
す

る
供

給

よ
.り

も
、
其
生

産
盛

大

に
し
て
從

て
供

給
償

格
大
な

り
、
斯

く
て
供

給
曲
線

は
積

極
的

の
形
を

呈
す

る
こ
ε

、
な

る
な
り
。
獲

て
ま

だ
需

要

の
増
大

は
償
格

の
増
大

を
恋
す

こ

ε

、
な

る
な
り
。

こ
の
こ
ご
は
、
殆

ご
総

て
の
生
産

物

に

っ
き
て
例
外

な
一
行

は
る

、
こ

こ
ろ

に
七
て
、供

給
曲
線

の
性
質

に
關
す

る
最

も
普

遍
的

の
法
則
な

b
。

假
令

長
期
間

に
あ
り

て
は
、
之

ε
反
蜀

に
消
極
的
供
給
曲

線
を

呈
す

る
貨
物
即

ち

所

謂
牧
穫

逓
増

に
從

ふ
貨

物

に
あ
り
て
も

、
短
期
間

に
於

て
は

一
様
に
然
ら

ざ

る
を
得

ざ

る
な
り
。

然

る
に
今

こ
の
猟
銃

の
流
行

が
長

期

に
渡

り
從

っ

て
増
大

さ

れ
π
る
需

要
が
長

き
問
持

続

せ
ら

る

、
に
於

て
は

そ
は
短
期

に
於

け

む
ε
は
全

く
反
封

の
影
響

を
供

給

に
及

ぼ
す
.こ
ご

、
な

る
な

り
、
即

ち
、
一
方

、各

工
場

は
此
増

.

大

さ
れ
た

る
需
要

に
悉
ぜ

ん
が

爲

に
其
生
産
規

模
を
増
大
す

る
結

果
、
各

々
自
己

の
工
場

を

改
善

し
、
分
業

を
獲

達

せ
し
め
て
特
殊
化

せ
ら

れ

た

る
勢

働
其
他

の
生
産

要
具
を
適

當

に
組
合

せ
、其

生
産

を
標
準
化

し

(。。冨
コ
紆

鳶

N。
)

有
利

な
る
市
場

に
販
費
す

る
等

.
各

工
場

自
身

の
事
情

に
騙

す

乃
所

謂
内
部
経
済

【巨

①
「コ
巴

。8
口
。
日
時藷
)
を
獲
達

せ
し

む
る
傾

向
を

生
じ
、
更

に

ま
た
他
方

、
其

工
業
全
臓

こ
し
て
.の
生
産
規

模

が
増
大

せ
ら

る

・
結
果

、
其

工
業

塀

修
羅

灘
論

難

鱒
騰
灘
鞭

馨

羅
轡
簾
.蜘

は
、
内
部
脛
濟
の
場
合
ε
異
り
、
自
己
の
工
場
の
大
小
に
拘
ら
す
此
外
部
纒
濟

の
利
益
を
亨

る
こ
ε
を
得
。
即
ち

硬

此
二
種
・
生
轟

濟
・
窪

・
　

共
生
褒

・
棄

・
小
　

・
.
而
し
・
柴

　

・
割
合
・
、
藩

・
・

翻

る
、
需
要
が
大
に
し
て
從
て
供
給
の
増
大
せ
ら
る

＼
度
合
人
な
る
程
大
な
り
。
斯

く
て
供
給
量

の
大
な
る
程
其
供

M

給
償
幣
は
小
ε
な
る
こ
ε

、
な
る
、
之
を
前
掲
の
左
圖
に
つ
い
て
云

へ
ば
持
続
せ
ら
る
、
需
要
が
ぴ
な
る
時
は
ぴ

倒



な

る
時

よ
り
も
供

給

儂
格

は

一
層

小

ご
な
り

斯
く

て
供

給
曲
線

s
は
短
期

の
場
合

ざ
は
反

射

に
消
極
的

に
傾
一

こ

ε

、
蓉
る
、
從

て
ま

た
需

要

の
増
大

は
傾
格

の
下
落

を
來
す

こ
ピ

、
な

る
な
b
。
斯
く

て
ま
た
時

な

る
要
素

を
考

慮

す

る

こ
ε
な
く
軍

に
需

要
増
大
す

@
ば
儂
格
騰
貴
す

ε
云
ふ

が
如

き
は
誤

`
な

る
な
り
。

一
藪

に
特

に
注
意
す

べ
き
は
、
動
的
状
態

に
於

て
は

、
需
要

叉
は
供

給

の

　
方

の
事
情

の
愛
化

が
他

の

一
方

の
事

へ

　

り

る

カ

ヘ

ヘ

ヤ

も

し

も

ロ

し

や

コ

サ

ゆ

た

ロ

　

セ

　

も

情
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
之
を
攣
化
せ
し
む

る
に
當
り
、
短
期
間

に
於
け

る
直
接
の
影
響

ε
長
期
間

に
於
け
る
影
響

ヤ

も

も

し

カ

ε
が
相
違
す

る
こ
ご
め
り
ざ
嚢

に
述

べ
し
こ
ξ
な
り
、
即
ち
此
際

に
就
き
て
云

へ
ば
、
需
要
の
増
加
ざ
云
ふ
同
の

一
原
因
は
其
時
問
の
短
か
き
に
於
て
は
未
だ
十
分
に
供
給
の
事
情
の
攣
化

に
…劃
す
る
其
影
響
を
現
賞
す
る
こ
ご
能

は
す
、即
ち
、
其
生
産
要
具
そ
の
も
の
を
支
配
す
る
こ
ご
を
得
す

し
て
軍

に
現
存
す
る
生
産
要
具
の
使
用
を
増
人
せ

と

る
こ
あ

み
に
　

て
供
盤

を
契

せ
し
む
る
な
聴

従
て
蓬

糞

及
供
給
慰

錆

大
せ
ざ
・
を
得

ざ
る
な
り
。
然
る
に
長
期
間

に
於
て
は
、
供
給
の
事
情

の
攣
化
に
…封
ず

る
其
影
響
を
十
分
に
現
賞
し
て
、
生
産
要

モ

リ

も

モ

リ

ミ

リ

も

も

へ

具
そ
の
も
の

＼
存
在
量
及
性
質
を
増
大
さ
れ
た
る
需
要
に
適
合
せ
し
め
ま
た
生
産
組
織
を
改
善
せ
し
め
帥
ち
内
外

の
経
済
を
獲
達
せ
し
め
以

て
其
供
給
量
を
増
大
せ
し
む
る
な
り
。
從

っ
て
其
生
産
費
及
供
給
償
格
は
増
大
す
る
こ

ε
な
く
反
て
減
少
す
る
こ
ε

、
な
る
な
b
。

要
す
る
に
此
際

に
於
て
は
、
供
給
曲
線
は
増
大
さ
れ
泥
需
要

の
縄
績
す
る
塒
の
長
短

に
よ
b
其
性
質
そ
の
も
の

を
愛
動
せ
し
む
る
も
の
に
し
て
最
も
よ
く
其
動
的
性
質
の
特
徴
を
現
ら

は
し
從
て
時
の
要
素
を
重
す

バ、
き
最
も
重

要
な

る
場
A
骨
の

一
な
サ
。

A
.
之
を
静
的
考
察
の
場
合
に
…対
照
す

る
に
、
静
的
考
察

に
於
て
・は
、
需
要
の
事
情
の
鍵
化
に
俘
ふ
供
給
の
事
情

説

苑

正
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需
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及
供
給
の
動
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八
四

の
憂
化

を
度
外

税
す

る
が
故

に
、
積
極
的
供

給
曲
線

ご

消
極

的
供
給
.曲
線

ご
の
相
違

は

、主

こ
し

て
貨
物

の
性

質

の

ロ
　

の

ホ
蓮

に
基
く
も

の
こ
し
て
考

へ
ら

れ
n
斯

く

の
如

く
、
需

要

の
攣

動

が
供
給

の
事
情
を
攣
化

せ
.し
む

る
が
爲

に
働

く
時
間

の
短

き
時

に
於

て
、
総

て
の
種
類

の
貨
物

に

っ
き
て
生
す

る
積
極
的

の
供

給
曲
線

`
云

ふ
が
如

き
も

の
は

特

に
考

へ
ら

る

、
こ
ご
な

き
な
り
G

二
次

に
此
長
期

に
於

け

る
消
極
的
曲
線

の
性
質

に
就

き
て
考

ふ

べ
し
。

ぐ供

維
曲

線
が
長
期

に
波

b
消
極

的

の
形
を

現
ら

は
す

は

、
前
述

せ

し
如
く

、
増
大

さ
れ
た

る
需
要

の
性
質

が

永

続
性

の
も

の
な
る
時
風
需
要

の
増

大

に
伸

ひ
て
増

大

さ
れ

た
る
生
.産

が

永
緩

し
之

に

つ
れ
て
供
給

の
事
情

た

る
内

外
諸

種

の
.生
産
縄

濟
が
腰
達
す

る
が
爲
な
り

、

さ
れ
ば

其
増
大

し
た

る
需
要

の
性
質

に
し

て
永
纏
的
の

も

の
な

る

.き

鰹

醸
鷹灘
灘
薦
剛濃
避
噛癖
撫

躯

・勢

、

此
際
…に
於

て
も
ま
だ
汕剛
の
場

合

に
於

け

る
如
く
、
我

々
の
特

に
注
意
す

べ
き
こ
ε
は
、
動

ゐ
　　
　
　　

　

　
コ　
　
　

ヒ

　

〉

的
考
察

に
於
て
は
、
需
要
の
大

い
さ
ご
云
ふ
こ
ε
が
生
産

の
事
情
を
攣
動
せ
し
む
る
度
合

へ

も

に
影
響
し
以
て
供
給
ご
密
接
な
る
関
係
を
有
す

る
の
み
な
ら
す
、
夏

に
需
要

の
性
質
即
ち
其
需
要
の
永
続
性
の
如

何
ざ
云
ふ
こ
ご
が
ま
た
生
蜷
の
事
情
を
愛
動

せ
し
む
る
度
合

に
影
響
し
以
て
供
給
を
愛
動
せ
し
む
る
に
密
.接
な
る

も

も

し

も

關
係
を
有
す

る
ご
ざ
な
り
。
斯
く

て
動
的

考
察

に
於

て

は
需

要

の
大

さ
ご
性
質

ご
が
共

に
供

給
ご
密

接
な

る
關

係

を
有
す

る
こ
ご

、
な
る
な
り
。
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然

る
に
動
的
状

態

に
於
て
は
更

に
こ

、
に
、
此
滑
極

的
供

給
曲
線

を
し

て

一
層
動
的

な
ら

し
む

べ
き
事
情

あ
り
、

即

ち
、
大

規
模
生
産

の
経
済
な

る
も
.の
は
其
生
産
物
を

生
産

し

つ
、
あ
る
當
該
産

業

の
範
園

の
み

に
起

る

こ
ε
は

稀

に
し
て
、其

多

一
は
此
産

業
ご
相

關
連
す

る
諸
種
産

業

の
群

に
渡

っ
て
趨

る
も

の
な

り
、
從
て
其
生
産
経
済
獲
達

の
事
情

は
之
を
此

等
諸

種
鳶
業

の
事
情

に
開
運
せ

し
め

て
、
初

め
て
、
充

分
に
考
察

す

る

こ
ε
を
得

る
も

の
な
b
。

而
し
て
今
若
し
或
産

業
が
自
己

の
生
産
物

に
封
ず

る
需

要

の
増
大
起

り

し
結

果
、
自
己
産
業

の
生
産

用
品
を
供

給

す

る
此

等
諸
産
業

に
封

し

て
自

己
の
需
要
を
増
大

し
、
其
結

果
此
等
諸

種

の
産

業

の
生
産
経
済

を
獲

達

せ
し
む
る

こ
嫁

、
な

る
場
合

に
於
て

は
、
一
層

安
償

に
此
等

の
も

の
よ
り
自
己

の
.生
産

用
品

を
受

く
る

こ
ε

、
な
b

、從

っ
自

己

の
生
産

物
を

一
層
亥

償

ざ
す

る
こ
ε
を
得

て
其

需
要

は
更

に
増

大

さ
る

こ
`

＼
な

る
。
斯

く

て
更

に
其

生
産
量

を
増
大
す

る
、
結
果
は
肝
己
産
業

の
生
産

経
済

を
更

に
獲
達

せ
し
む

る
の

み
な
ら
す

、
再

び
其
關

達
す

る
諸
種
産

業

に
封
ず

る
、
自

己
産
業

の
生
産
用
品

の
需
要
を
増

大
し
此

等
産

業
の
生
産
経

済
を
更

に
獲
達

せ
し
む

る
こ
ε

に
よ

b
て
更

に
安
償

に
其
供
給

を
得

、
從

て

=
暦
自
己

の
生
産

物
を
安
櫃

な
ら
し

め
更

臆
其
需
要

を
増
大
す

る

こ
`

、

な

る
。
.斯
く

の
如

く

に
し

て
、
繰
返

さ
れ

て
進

み
行

く

こ
ご

に
よ
り

長
き
期

間

に
於

て
は
、供

給
曲
線

は
漸
時

に
非

常
な

る
低
下
を
な

し
從

て
償
格
は
非
常

に
下

落
す

る

こ
ざ

、
な

る
な
り
。

邑
以
上
は
専
ら
所
謂

生
産
費

逓
減

の
法
則

に
從

ふ
産

業

筒
9
「B
ω冒
鵬

「9
ロ三

一昌α
5
[薫
)
に
就
き
て

云

へ
る
も

の
塗

る
が
、
此
産

業
.に
あ
ち

て
も
其

原
料

は
結
局

之
を

農
業
鑛
業
等

に
求

め
ざ
る

可
ら
す

。此
等

両
産

業

は
上
述

せ

る
産

業
ご
は
異
な

り
、

新
開

國
其
他

特
別

の
場
合

を

除
き

て
は

一
般

に
、

牧
穫
遽
減

法
則

に
從

ふ
産

業

(
O
[ヨ
7

駐

三
コ
σq
「。嘗
≡

ヲ
α
「[・・叶蔓
)

に
し
て

、
其
供

給
曲

線

は
長
期

に
あ
b

て
も
短
期

に
於
け

る
`
向
く
積

極
的

に
傾

く

読

苑
.

正
常
需
要
及
供
給

の
動
的
考
察

ご
時

の
要
素

第
十

二
巻

(窮

一
睨

一
入
五
〕

一
入
五

la)Marsh,し11;IndustryandTrade.p【88.参 照o

イ
.
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苑

正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
ご
時
の
要
素

第
十
二
巻

(第

一號

一
八
六
)

一
八
六

も
の
な
り
。

而
し

て
此
長
期

に
於

け
る
積

極
的
供

給
曲

線

は
、
其
程

度
牧
穫
逓
増
的
産
業

に
於

け
る
程

大
な
ら
す

ε
錐

、ε
も

、
而
も
省
同
様

の
動

的
性
質
を

滞

る
こ
ピ

、
な

る
な
り
。

即

ち
牧
穫
逓
減

的
産

業

に
あ

っ
て
供

給
曲
線
が

長
期

間

に
於

て
も

伺
ほ
積

極
的

の
形
を
呈
す

る
理
由

は
、
此
産

業

に
あ

り
て
も
牧
穫
逓
増

的
産

業

に
於

け
る

ぜ
同
様

に
長
期
間

に
於

て
は
其
生
産

を
増
大
す

る
に

つ
れ
内

部
及
外

部
の
生
・雇
経

済
獲
達
す

る
も
、
而
も
生
産

の
増

加

に
件

ふ
自
然

の
抗

抵
力

の
が
増

大
が

そ
れ
以

上
な

る
爲

に
.
結

局
生
産

の
増

大

は
生
産

費
を
堆

太

し
行

く
結
果
を
生
ず

る
が
故

な

り
。
而
も
伺

ほ

こ
の
内
外

の
生
産

経
済

の
獲
蓮

は
壇
大

さ
れ
π

る
需
要

が
永
続

し
從

っ
て
増
大

さ
れ
た

る
生
産
又

は
供

給
の
持
縅
す

る
期
間

の
長

き

に

つ
れ
次
第

に
獲
達
す

る
こ
ε
嚢

に
牧
穫
逓
増

産
業

に

つ
き
て
述

べ
し
ε
異
な
ら

ざ

る
故

に
、,
其

長
期
間

に
於
け

る
供

給
曲
線

は
積

極
的

の
形
を

ご
り
な
が
ら

而
も
漸
時

に
低
下

し
行

(
傾
向

を
有
す

る
こ
ε
、
ま
た
牧
穫
逓
増

的
産

業

に
於

け

る
消

極
的
曲
線

ご
異

な
ら

ざ
る
な
り
・

B
需

用

の
減
少
す

る
際

に
於
け

る
供

給
曲
線

＼

X

岬

＼

測
D

ざソ

O

な

b

し

ざ

考

ふ

る

な

り

矯

余
は
以
上
供
給
曲
線
を
需
要
が
増
大
す

る
際

に
就
き
考
察

せ
し
が
故
に
、
次
に
需
要
の

減
少
す
る
際

に
就
き
て
考
察
す

べ
し
。

我
々
は
静
的
状
態
に
於
け
る
考
察

に
於
て
は
、
暴
に
需
要
.曲
線

に
就
き
て
述

べ
・し
ε
同

じ
く
、
需
要
の
増
大
す
る
際

に
於
け
る
供
給
を
表
は
す
曲
線
的
供
給
の
前
進
曲
線
ご
需
要

の
減
少
す
る
際

に
於
け
る
供
給
の
歌
態
を
表
ら
は
す
曲
線
即
供
給
の
後
退
曲
線

ε
は
同

一

即
ち
上
圖

に
於
で
需
要
が
D
よ
b
"

に
増
大
し
之
に
伴

ひ
て
供
給
が
A
よ
り
B
に
前
進

」

7



配

せ
し
後
、
再
び
需
要
が
∬
よ
昼
D
に
減
少
せ
し
時
に
は
、
供
給
は
再
び
R
よ
り
A
.に
後
退
し
、
供
給
曲
線
に
は
何

等
攣
り
な
き
も
の
ε
考
ふ
。
是
静
的
考
察

に
於
て
は
需
要
の
愛
動

に
俘
ひ
、
供
給
の
事
情
に
は
何
等
攣
動
生
す

る

恥

こ

ご

な

し

ざ
考

ふ

る

が

故

な

り

o

、

、

・

珈

然

る
に
蟹
隈

に
於
て
は
此
際
S
曲
線
は
そ
れ
よ
り
低
き
ヨ
曲
線
に
よ
b
て
漬
き
換

へ
ら
れ
從
て
償
格
は
以
前
よ

り
安
き
謝
黙

に
定
ま

る
こ
ご
・
な
都
、
即
ち
需
要
に
於
て
前
進
曲
線
が
碍
が
後
退
曲
線
を
以
て
置
き
換

へ
ら
れ
し
.

ξ
は
反
射
な
b
。
而
し
て
此
こ
ご
は
長
期

に
渡
る
供
給
曲
線

に
就
て
は

一
様

に
實
事
に
し
て
、
其
供
給
曲
線
が
牧

　
穫
遽
減
的
産
業

に
於

け
る
積

極
曲
線

廻
る
ご
、
ま

た
牧

一優
退
増

的
産
'業

に
於

け

る
消
極
的
供

給
曲
線
た

る
ご

に
よ

り
異

な
ら

ざ

る
な

り
,

さ
れ
ざ
此

こ
ε
は
ま

陀
後
者

に
於

て
殊

に
顕
著

な

り
、即

ち
後
者

に
於

て
は
前
進

の
曲
線

は
前

者

に
於

け
る

よ
り
も

一
層

低

き
後
退

の
曲
線

を

以
て
置

き
換

へ
ら

れ
從

て
新

に
決

定

せ
ら

る

＼
傾
格
遅

は
前

の
領
格
よ
り
も
非
常

に
安
僧

な
る
も

の
ご
な

る
な
り

、
而

し
て

こ
は
壁
際
問

題

こ
し
て
も

甚
重
要
な

る
こ
己
な
り
。

前
進

の
供
給
曲

線
が
低

き
後
退

の
曲
線

を
以

て
置

き
換

へ
ら

る

、
所

以
は

、
前

述
せ

し
如
く

に
、
需

要

の
増
大

が
永
継

し
之

に
慮

じ

て
生
産

の
増
大
が

永
纏

せ
し
時

に
は
、
孰

れ
の
産

業

に
在
り

で
も
、
内
外

の
生
産

経
済

獲
達

を
来
し
、
而

し
て

一
度
獲
達

せ
し
此

生
産

脛
濟

は

、
其

後

に
於

て
生
産
量

を
減

少
す

る
必
要
を
生

中

る
も

、金

々
失

は

る

、
こ
ε
な

く
或
程
度

ま
で
は
同

じ
一
利

用
せ
ら

れ
從
て
新

に
縮
少

さ
れ

し
給
供

は
、
供
給

が
増
大

せ
ら

れ
し

こ
ご
な

き
以
前

の

同
量

の
供

給
よ
b
も
遙

に
廉

償

に
生

産

し
得

ら

る

、
こ
ε

＼
な

る
を
以

て
な

り
。
即

ち

一
度
供

給
増
大

せ
ら

る
れ
ば
供

給
事
情

が
前

ご
は
異

な
り
、
假

令
再

び
供
給
減
す

る
も
供

給
の
事

情
が
前

の
事
情

に
復
す

る
こ
ご
な

き
を
以

r
.
な
り

。
而
し

て
此
傾
向

が
牧
穫
遽

増
的
産

業

に
於

て
最

も
著

し
き
所

以
ば
前
述

せ

し
如

も
に

生
産

の
増
大

に
俘

ふ
内

部
及
外

部
経

済

の
獲
達

が

こ

の
も

の
に
あ
り
て
最
も

人
な

る
が
爲
な
り
。
帥
此

も

の
に
あ

醗

苑

正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
ε
時
の
要
素
.
.

第
十
二
巻

(第

一
號

一
入
七
)

一
八
七

19)河 上博 士 、輕 濟 原 論第 一 七 七 頁 一第 一 七 九 頁 参 照

20)Marshall;Principlesp .8085照
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読

苑

正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
ご
時
の
要
{累

.第
十
二
巻

(第

一
號

[
八
八
)

一
入
入

り

て
は
前
進
曲
線

は
前

者

に
於

け

る
よ
り
も

一
層

低

き
.後
退
曲
線

を
以

て
置

き
換

へ
ら

る

＼
こ
ご

、
な
り
、
継

て

新

な
る
.儂
格
κ

は

A
よ
り
非
常

に
低

き
も
の

ε
な
ら

ざ

る
を
得

ざ

る
な
り
。

而

し
て
牧
穫
逓

増
的
産
業

に
就

き
斯

く
供

給
の
減
少

す
.る
聴

は
、
場
合

に
よ
り

て
は
劣

等
な

る
生
産
者

が
其
生

、

産

よ
り
退

き
以
て
其

限
界
生
産
費

は

次
第

に
小
こ
な

り
、
從

て
此

後
退

の
曲
線
ヨ

は
積

極
的
曲
線

の
形
和

ご
る
こ

恥

ξ
も

め
b

得
れ
こ
も
、

ま
た
、
供

給
減
少
す

る
に

つ
れ
内
外

の
経

済
は
金

々
失

は

る

、
こ
ε
な

し

ご
雄
も
術
其
程

謝

度
を
減
す
る
を
以
て
、
生
産
費
は
次
第

に
大
ご
な
り
從
て
ヨ
曲
線
は
滑
極
的

の
形
を
ξ
る
こ
ε
多

か
る
べ
し
。

以
上
供
給
に
つ
き
て
述

べ
し
ε
こ
ろ
を
要
す
る
に
、
供
給
曲
線
を
し
て
動
的
時
間
的
な
ら
し
む
る
も
の
は
、
需

ラ

要
の
攣
動

に
俘

ふ
供
給
の
事
情

の
攣
化
な
り
。
而
し
て

…
先
づ
短
期

ご
長
期

ε
に
渡
て
此
供
給
事
情

の
化

愛

は

其
度
合
を
異
に
す

る
が
故
に
短
期
の
供
給
曲
線
ε
長
期

の
供
給
曲
線
ε
は
其
盤
質
を
異
に
し
二
叉
長
期

の
供
給
曲
.

く

線

に
あ
り
て
も
需
要
の
増
大
の
縫
績
す
る
期
間
の
長
き
程
益
々
供
給
事
情
の
攣
化
は
進
行
す

る
が
故
に
其
佃
線
は

r

ラ

　

次
第
に
低
下
し
行
き
、
三
更
に
ま
た
所
謂
牧
穫
遽
増
的
産
業
の
長
期
の
供
給
曲
線
す
ら
同
様
の
理
由
に
よ
り
て
低

ラ

下
し
行
一
、
四
而
し
て
供
給
の
進
前
曲
線
ご
後
退
曲
線
ε
の
異
な
る
も
此
供
給
事
情
の
攣
化
あ
る
が
爲
な
b
。

結

論

余
は
、
以
上
第

一
段

に
於

て
正
常
需
要
及
供
給
の
動
的
考
察
の
基
礎
を
考

へ
.、第
二
段
及
第
三
段
に
於
て
此
基
礎

の
上
に
立
ち
て
正
常
需
要
及
供
給
を
動
的
に
察
汚
し
、
以
て
、
そ
が
、
需
要
側
の
事
情
の
璽
化

近
供
給
側

の
事
情
の

'

ヘ

ヤ

ヘ

ヤ

や

あ

も

愛
化

ε
の
相
關
々
係
ご
云
ふ
動
的
考
察
の
基
礎
の
爲
に
如
何
に
動
的
且
時
間
的
の
も
の
ε
な
り
ま
た
複
雑
な
る
も

の
な
る
か
を
明
に
せ
り
。
而
し
て
序

に
於
て
述

べ
し
如
く
、
此
等
動
的
考
察
は
動
的
傾
略
論
の
前
提
ε
し
て
意
義

21)Bullock:TheVariationo「productiveforces.

Aug,1902・P・508・.参 照

22)Marshall;pr量ncil〕le・P・809参 照

Quatery」ournalEconomics.



を
有
す

べ
き
も
の
な
る
故

に
余
は
藪
に
以
上
の
動
的
考
察
の
特
徴
を
顧
み
る
ご
共
に
其
動
的
儂
略
論
に
…封
ず

る
關

係
に

=
冒
し
比
論
を
終

へ
ん
ε
欲
す
。
.

第

一・
に
先
づ
聴
附
貯
牌
徴
よ
り
述

へ
ん
に
、
需
要
供
給
の

一
方
の
攣
動
が
他
の

一
方
の
事
情

に
影
響
し
て
攣
化

を
起
さ
し
む
る
こ
ご
は
動
的
考
察
の
基
礎
な
る
が
、
こ
の
事
情
の
礎
化
は
生
物
的
成
長
を
な
す
を
以
て
弦
に
時
の

要
素
人
り
凍

る
。
需
要
及
供
給
は
嚢

に
ミ
ル
の
語
を
引
用
し
て
述

べ
し
が
如
く
普
通
、
傾
幣
の
璽
動
.す

る
に
從
ひ

愛
動
ず
る
物
量
ε
し
て
二
次
元

の
函
馨

し
て
考

へ
ら
れ
た
り
.
さ
れ
ご
今
や
動
的
考
察

に
於
け
る
正
常
需
要
及

供
給
は
更

に
之
に
時
の
要
素
を
加
へ
て
考

へ
ら
れ
ざ
る
可
ら
ざ
る
こ
ε
明
己
な
れ
力
。
殊

に
所
謂
牧
穫
逓
減

の
法

則
に
從
ふ
貨
物
の
正
常
供
給
は
、
む
し
ろ
債
格
ざ
時
間
ε
の
異
な
る
に
從
ひ
、
攣
動
す
.る
物
量

ピ
し
て
、
即
ち
償

格
ご
時
ざ
物
量
こ
の
三
次
元
の
函
数
円
し
て
表
ら
は
さ
る

・
こ
`
を
要
す

る
な
り
。
從

っ
て
之
を
圖
形
に
示
め
す

時
は
二
次
元
の
函
敷
の
卒
直
に
表
ら
は
.さ
れ
得
る
ピ
は
異
な
b
て
立
騰

に
表
ら
は
さ
れ
ざ
る
可
ら
や
。
足
れ
前
述

せ
し
が
如
一
,
此
貨
物
に
あ
b

て
は
、
生
産
事
情
の
攣
動
の
度
合
最
大

に
し
て
。
短
期
ε
長
期

ε
に
於
て
供
給
曲

線

の
性
質
そ
の
も
の
を
異
に
し
、
ま
た
長
期
に
於
断
る
供
給
曲
線
も
其
期
間
の
長
き
に
従

い
次
第

に
低
き
形
を
ε

り
、
斯
く
て
時
の
要
素
を
離
れ
て
は
、
其
供
給
の
性
質
を
考

へ
得
ざ
.る
が
散
な
り
、
而
も
此
三
次
元
ε
し
て
の
、

正
常
需
要
及
供
給
の
考

へ
は

、
動
的
考
察
に
於
け
る
他
の
正
常
需
要
及
供
給

に
つ
き
て
も
或
程
度
ま
で
重
せ
ら
る

べ
き
.も

の
な
る
こ
`
を
忘

る
可
ぢ
李
。

此
時
間
的
特
徴

の
動
的
償
格
論
に
及
す
影
響
は
同
じ
く
時
の
要
素
を
し
て
傾
略
論
中
の
重
要
な
る
要
素
セ
ら
t

む
る
こ
ざ
な
b
。
而
し
て
此
塒
の
要
素
が
慣
略
論
を
し
て
最
附
雑
な
ら
し
む

る
も
の
た
る
こ
ε
は
前
述

せ
し
如
し
。

～
第
二
に
動
的
響
歓

に
つ
き
て
述

べ
ん
に
、
動
的
考
察

の
基
礎
た
る
需
要
供
給
の
事
情
の
相
關
々
「係
の
結
果
、
需

甑

苑
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要
供
給

の
關
…係
は
動
的

ざ
な
り
從
て
需

要
供

給

そ
の

も

の
も
動
的

ε
な

る
。
於
藪

贋
格

決
定

の
論
理
は
羅

に
動
的

の
も

の

ε
な

り
、
ま
た
償
格
決

定
の
根
本
命
題

ε
せ

ら

れ
し
も

の

、
實

現
性

に
影
響

を
及
す
。

即
ち
、

正
常
債
格

決
定

の
根
本
命
題

は
由

來

∩
o
累

o
『
℃
δ
α
口民
8

ケq
。く
Φ
∋
ω
毒
冨

ε
云
ふ
に
あ
り
即
ち

ア
ダ

ム
・
ス
・・、
ス
は

同
庁

8
日
ヨ
8
.…ぐ

剛・・…
防
9
匹
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:♂
「
≦
訂

二

[
話
p
ξ

8
ω富

仲げ
Φ
需
需
。
づ
宅
ぴ
。
げ
ユ
轟

剛=

o
日
韓蒔
騨

み

お

エ

ユ

ご

云

ひ

り

カ

ル

ト

ウ

ま

た

交

換

贋

格

の

基

礎

を

主

ξ

し

て

勢

働

に

遣

き

、
ミ

ル
ま
.
π

穿
冒
鵯

旨
二
舞

8
.
窪
¢

鴛

①
「
即
σq
o

罰

。
x
o
言

口
四
〇

∂
目
碧

o
芸
o
「

冒

↓
ゴ
o

「
p
冨

o
h
浮
の
凶「
∩
o
ω仲
o
州
℃
「
o
α
ロ
o
ぼ
o
p

ざ

云

へ
り

Q

さ

れ

ご
」
此

等

の

命

題
一は

静

的

鼎
…

態

に

於

て

最

適

切

な

る
も

の

な

b
.。
、帥

ち

此

等

命

題

の
成

立

す

る

所

以

は

貨

物

の

實

際

の

供

給

量

が

、

需

要

償

格

鋤

ご
供
給
償
格

ご
を
竿
均

せ
し
む

る
黙

に
即
ち
均
衡

量

(ゆ
ρ
⊆
島
げ
}

ヨ
山
ヨ
o
巨
¢

に

一
致

せ
ん
ε
す

る
に
依

る
も

の

蝸

な
る
が
、
静
的
状
態
に
於
て
は
こ
の
こ
ご
が
最
も
容
易
な
る
な
b
。
郎
静
的
状
態

に
於

て
は
需
要
及
供
給
の
事
情
相

互
の
問
に
攣
動
關
係
な
き
を
以

て
、
需
要
及
供
給

の
目
録

又
は
曲
線
は

比
較
的
不
攣

に
し
て
斯
く
て
需
要
債
格
ε

供
給
優
格

ε
を
卒
均

せ
し
む
る
黙
も
比
較
的

不
動
に
し
て
從

っ
て
供
給
量
は
比
熱
に

一
致
し
易
き
な
り
。
之
に
反

し
動
的
状
態

に
於
て
は
需
要
.及
供
給
の
事
情
相
互
に
攣
動

し
合
ひ
從
て
需
要
債
絡
ご
供
給
便
格
ご
を

一
致

せ
し
む

る
黙
も
其
度
毎
に
攣
動
し
、
從
て
供
給
量
は
比
熱
に

一
致
し
難
く
、
斯
く
て
此
際
此
命
題
は
大

い
に
緩
和
せ
ら
る

、
こ
ε

＼
な
る
な
り
。

.
ヤ

も

し

第
三
に
動
的
考
察

に
於
け
る
複
雑
性

に
つ
き
て
述
ぷ

べ
し
。
翻
的
債
格
論

に
方
て
は
、
A
需
要
に
つ
き
て

「
つ
の

消
費
曲
線
を
考

へ
B
供
給

に
っ
き
て
は
、
貨
物
の
性
質
に
従

い
て
、
1
生
産
費
を
増
大
す

る
も
其
供
給
を
増
大
し

得
ざ
る
貨
物
に
於
け
る
垂
直
な
る
供
給
曲
線
2
生
産
費

一
様
な
る
貨
物
に
於
け
る
水
季
な
る
曲
線
3
生
産
費
逓
増

く

の

く

ヨ

う

す
る
貨
物
に
於
け
る
積
極
的
な
る
供
給
曲
線
を
考

へ
ら
れ
或
は
更
に
4
生
産
費
の
逓
減
す
る
貨
物

に
於
け
る
消
極
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的
な
る
供
給
曲
線
が
考

へ
ら
れ
、
慣
格
決
定
は
主

ご
し
て
此
等
四
供
給
曲
線
の
場
合
に
つ
巷
考

へ
ら

る
。

さ
増

照暗

示
遇

然

る
に
動
的
考
察
に
於
て
は
、
其
基
礎
た
る
需
要
供
給
の
事
情
受
動
の
相
關
關
係
の
結
果
甚
複
雑

ご
な
り
て
、

轟

㎜

闘
需
要
に
就
き
㈲
前
諾

畿

鐘

曲
線
悶
供
給
に
就
高

前
進
曲
轡

就
き
。D
短
期
間
に
就
き
て
総
て
の
蕩

離

離
灘
麟
撫

鱗
　　磯

　鐸
懸隔

融
H

、、
ー

ー
ー

も
斯

け
し
牧
穫

蓮
増
的
産
業

の
長
期

に
於

け
る
溝

極
曲
線

の
場
合
な
り
。

足
れ
此

場
合

は
最
動
的

な

る
-場
合

に
し

て
且

迄
ぱ

略厳
.

馨

決
意

論
の
最
困
難

る
場
貪

る
を
・
て
な
り
鴨
其
二
・
館

蜜

・
・
短
期
　

於
・
・
積
極
的
供

讃

蕪

・
場
零

、
是
・
、
静
羅

論
・
於
喜

…

、
短
期
の
正
善

纂

触
・
嚢

蔦

正

謙

翻

劇

常

債
格
は
短
期

の
も

の
ε
長
期

の
も

の
ε
に
分
梅

て
論

せ
ら

る

、
こ
ξ

＼
な

る
を
以

て
な

め
。
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鱗
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附
言
、
以
L
余
ば
正
常
需
要
及
供
給
に
つ
き
て
の
み
考
察
し
た
う
な
り

、
市
場
償
絡

に
關
し
て
に
、
需
要
及
供
給
の
性
質
が
、
動
的
釈
態

に
於

け
奪

・

「

静
的
駿
態

に
於
け
ろ
ミ
に
よ
り
、
異
な
る
こ
ξ
な
き
が
故
に
之
な
考
察

ゼ
す
。
ま

泥
正
常
個
格
論
に
は
、
こ
浅
に
考
察
ぜ
し
長
期
の
正
常
需
要
及

供
給
編

著

あ

よ
吋
も
再

講

に
長
期
の
正
儀

格
馨

れ
渦

・
あ

あ

に
脅

蓬

弊

は
當
然
動
的
な
ろ
叢

r
こ
㌣

ま

M
・
の
驚

M

ラ

ラ

コ
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」
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ざ
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